
建物断面構成図

環境配慮事項とねらい

【立地、周辺環境】

都市の中心にあり 2 万人を超える学生が集うキャンパスにある情報学部のための学部棟。元々は広大な緑地であり、キャンパスの北エッジ

を形成している。用途地域が住居地域であり、高密度に人が行き交い賑わいを形成している街並みである。

【総合的なコンセプト】

近畿大学 15 番目の学部「情報学部」のための建築。社会の諸課題が多様化・複雑化する中でリアル／デジタル／研究室の垣根を超えるよ

う多様な情報系学術を学ぶ 330 人と教員の日々の活動を混在させることで新結合を生み出す拠点づくりを掲げた。デバイス携帯によりいつで

もどこでも繋がることができる時代において時間と空間を共にする教育環境の意義を再定義するため、様々な活動・時間軸を持つ人の心地よ

い同在を実現する「空間」のデザインに取り組んだ。東西95mの長さを持つこの一体空間には緑量豊かに立ち上がる3つのテラスが挿入され光・

風・緑など自然要素を内部空間へ取り込むことで壁のない大空間を心地よいスケールに柔らかく分節している。

近畿大学E館（KDIX）
デジタル時代における新しい教育環境の創出

建築物概要

▪所在地：大阪府東大阪市新上小阪 5-86

▪建築主：学校法人近畿大学

▪設計者：株 式会社 NTT ファシリティーズ 

一級建築士事務所

　　　　　五 洋建設株式会社大阪支店 

一級建築士事務所

▪用　途：学校（大学）

▪敷地面積：7,439 ㎡（仮想敷地設定）

▪建築面積：3,306 ㎡

▪延べ面積：8,702 ㎡

▪構　　造：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

▪階　　数：地上 4階

▪CASBEE 評価：Sランク/BEE 値 3.3

▪重点評価： CO2 削減 3.9/みどり・ヒートアイランド 4.0/ 

建物の断熱性能 4.5/エネルギー削減 3.9/ 

自然エネルギー直接利用 5.0

Osaka Environmentally Friendly Architecture Award  1413  Osaka Environmentally Friendly Architecture Award

商
業
施
設
そ
の
他
部
門
賞

C
om

m
ercial Facilities and O

ther D
ivisions A

w
ard




